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「
防
衛
費
の
倍
増
優
先
、
子
ど
も
関
連
予
算
の
倍

増
は
後
回
し
」

2
0
2
2
年
の
出
生
数
は
過
去
最
少
を
更
新
し
、

初
め
て
80
万
人
を
割
り
込
む
見
通
し
で
す
。
日
退

教
が
結
成
さ
れ
た
1
9
7
3
年
は
、
高
度
経
済
成

長
が
破
綻
し
、
物
価
の
急
騰
、
年
末
の
第
1
次
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
と
波
乱
の
年
で
し
た
。
1
9
7
3

年
の
65
歳
平
均
余
命
は
男
13
・
22
年
、
女
16
・
10

年
に
対
し
、
2
0
2
2
年
は
男
19
・
85
年
、
女

24
・
73
年
と
な
っ
て
お
り
、
少
子
化
と
高
齢
者
の

長
寿
化
が
同
時
に
進
む
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

岸
田
首
相
は
「
子
ど
も
関
連
予
算
の
倍
増
」
を

掲
げ
て
い
る
も
の
の
、
達
成
の
時
期
や
道
筋
、
裏

付
け
と
な
る
財
源
の
検
討
は
先
送
り
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
防
衛
費
に
つ
い
て
は
、

2
0
2
7
年
度
ま
で
に
G
D
P
比
2
％
ま
で
増
額

す
る
方
針
を
明
確
に
し
、「
防
衛
関
連
費
倍
増
」

を
優
先
し
て
い
ま
す
。

防
衛
費
を
2
％
に
ま
で
増
額
す
る
と
、
毎
年
約

11
兆
円
。
現
時
点
の
軍
事
予
算
で
見
れ
ば
、
イ
ン
ド

や
ロ
シ
ア
を
抜
き
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
に
続
く
世
界

第
3
位
に
あ
た
り
ま
す
。
23
年
度
か
ら
27
年
度
の

間
で
43
兆
円
必
要
と
、
数
字
あ
り
き
で
進
め
、
財
源

を
増
税
で
賄
う
こ
と
や
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有

な
ど
を
明
記
し
た
安
保
三
文
書
（「
国
家
安
全
保
障

戦
略
」・「
防
衛
計
画
大
綱
」・「
中
期
防
衛
力
整
備
計

画
」）
の
見
直
し
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
（
12
月
16

日
）。
国
会
で
の
審
議
、
採
決
も
な
く
日
本
の
安
保
・

防
衛
政
策
の
根
幹
を
、
内
閣
の
裁
量
で
一
方
的
に
決

め
た
こ
と
に
、
強
く
抗
議
す
る
も
の
で
す
。
最
大
の

抑
止
力
は
、
憲
法
前
文
と
第
9
条
の
実
現
で
す
。

「
政
治
の
流
れ
を
変
え
な
け
れ
ば
」

支
持
率
は
低
く
て
も
、
自
民
党
は
「
憲
法
改
正
」

に
も
前
の
め
り
で
す
。
衆
議
院
の
憲
法
審
査
会
で

は
、「
緊
急
事
態
条
項
」
や
「
議
員
任
期
延
長
」

に
つ
い
て
連
立
与
党
や
改
憲
野
党
と
と
も
に
、
こ

れ
ま
で
の
合
意
や
ル
ー
ル
を
無
視
し
て
、
と
に
か

く
「
ま
と
め
」
よ
う
と
し
て
お
り
、
状
況
は
危
機

的
で
す
。「
改
憲
へ
の
一
歩
踏
み
出
し
」
を
さ
せ

な
い
よ
う
、
院
内
外
の
運
動
を
強
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
3
.
1
1
を
忘
れ
た
か
の
よ
う
な
原

発
政
策
も
お
お
き
な
問
題
で
す
。
ま
ず
は
4
月
の

統
一
地
方
選
挙
、
政
治
の
流
れ
を
変
え
ま
し
ょ
う
。

毎
年
4
～
5
兆
円
の
積
み
上
げ
予
算
を
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
や
、
教
育
・
医
療
・
介
護
に
向
け
さ

せ
る
よ
う
、
行
動
を
積
み
上
げ
ま
し
ょ
う
。

「
令
和
版
所
得
倍
増
計
画

は
何
処
へ
」

岸
田
首
相
は
昨
年
5
月
、

突
然
「
資
産
所
得
倍
増
計

画
」
を
打
ち
上
げ
ま
し
た
。

政
権
発
足
時
の
「
令
和
版

所
得
倍
増
計
画
」
転
じ
て
、「
利
子
、
配
当
な
ど

の
資
産
所
得
」
を
倍
増
さ
せ
る
と
い
う
の
で
す
。

次
に
11
月
に
は
、「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
口
座
数
を
現
在
の

1
7
0
0
万
口
座
か
ら
、
3
4
0
0
万
口
座
に
倍

増
を
目
指
す
」
と
、今
度
は
「
口
座
の
倍
増
」
で
す
。

首
相
の
お
得
意
は
「
検
討
」
だ
け
で
な
く
「
倍
増
」

で
す
。
名
目
賃
金
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

物
価
変
動
を
反
映
し
た
実
質
賃
金
は
昨
年
10
月
に

は
７
カ
月
連
続
で
減
少
し
ま
し
た
。
年
金
は
「
物

価
変
動
の
方
が
賃
金
変
動
よ
り
高
い
場
合
」
に
は

「
賃
金
の
変
動
」（
過
去
2
～
4
年
前
の
実
質
賃

金
変
動
率
平
均
）
に
連
動
し
て
改
定
さ
れ
ま
す
。

生
活
不
安
は
募
る
ば
か
り
で
す
。
今
春
闘
の
労
働

組
合
の
奮
闘
を
期
待
し
ま
す
。
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2023年日退教は結成50年を迎えます
改憲・軍事大国化を阻止し、社会保障の充実を

　

新
型
コ
ロ
ナ
V
の
止
ま
ら
ぬ
感
染
拡
大
と
物
価
高
騰
が
私
た
ち
の
生
活
を
直
撃
し
て
い
る
な
か
で
迎

え
た
２
０
２
３
年
。
ロ
シ
ア
の
侵
攻
に
終
止
符
を
打
て
な
い
ま
ま
、
破
壊
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
と
死
へ
の

恐
怖
の
な
か
で
生
き
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
市
民
。
21
世
紀
を
人
権
・
環
境
・
平
和
が
大
切
に
さ
れ
る
社
会

に
と
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
未
だ
か
な
わ
ぬ
世
界
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
日
退
教
は
本
年
9
月
、
結

成
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
会
員
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て
、
次
世
代
を
よ
り
良
い
社
会
に
す
る
た
め
、

活
動
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。	

会
長　

竹
田
邦
明
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竹
田
会
長
は
、
故
本
村
富
美
子
副
会
長
に
対

し
、「
都
高
退
で
も
長
い
間
活
躍
さ
れ
、
日
退

教
や
退
連
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
力
強
く
す
す

め
ら
れ
て
こ
ら
れ
た
」
と
追
悼
と
感
謝
の
意
を

述
べ
、
後
任
と
し
て
、
畠
山
幸
子
（
ゆ
き
こ
）

副
会
長
（
神
奈
川
高
退
）
を
紹
介
さ
れ
た
。

「
昨
年
は
『
森
喜
朗
発
言
』
が
問
題
と
な
っ

た
が
、
今
年
は
『
統
一
教
会
問
題
』
が
あ
り
、

子
ど
も
庁
を
子
ど
も
家
庭
庁
に
す
る
な
ど
様
々

な
と
こ
ろ
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
弊
害
に
な
っ

て
き
た
と
指
摘
さ
れ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

指
数
も
ま
だ
ま
だ
低
い
。」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

参
加
者
よ
り
と
り
く
み
報
告

【
井
藤
久
仁
子
さ
ん
】

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
代
表

（
広
島
高
退
）

ブ
ロ
ッ
ク
で
の
情
報
交
換
が

2
年
間
で
き
な
か
っ
た
が
、
来
週
総

会
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
広
島
の

産
婦
人
科
医
の
河
野
美
代
子
さ
ん
を

呼
ん
で
学
習
を
し
た
。
統
一
教
会
と

自
民
党
安
倍
派
と
の
つ
な
が
り
が

は
っ
き
り
わ
か
り
、
こ
れ
か
ら
先
の

性
教
育
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

【
湯
口
昭
子
さ
ん
】

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
・

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
委
員

（
滋
賀
退
）

2
0
0
5
年
に
安
倍
首
相
が
教
育

基
本
法
を
改
悪
し
、
山
谷
え
り
子
な

ど
と
と
も
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ッ
シ
ン

グ
を
繰
り
返
し
た
。
世
界
の
潮
流
か

ら
遅
れ
て
い
た
の
に
さ
ら
に
後
退
し

た
。
今
回
の
統
一
教
会
の
こ
と
で
、

そ
の
当
時
そ
う
だ
っ
た
の
か
と
腑
に

落
ち
た
。
久
し
ぶ
り
に
集
ま
り
が
あ

り
、
も
っ
と
考
え
て
い
き
た
い
。

【
森
川
宏
子
さ
ん
】

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
・

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
委
員

（
香
川
退
）

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
各
県
の
役
員
へ
の

女
性
参
画
状
況
は
、
高
知
は
4
分
の

2
が
女
性
で
「
友
の
会
」
活
動
で
も

中
心
に
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
、
徳

島
は
女
性
は
退
女
教
だ
が
、
オ
ル
ガ

ナ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
加
し
と
も
に
活

動
し
て
い
る
、
香
川
は
私
が
事
務
局

長
に
な
り
7
分
の
3
が
女
性
で
あ
る
。

ブ
ロ
ッ
ク
女
性
代
表
の
山
中
さ
ん
よ

り「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は
人
権
課
題
」

と
し
て
と
ら
え
取
り
組
む
と
い
う
言

葉
が
あ
っ
た
。

【
上
川
剛
史
さ
ん
】

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
・

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
委
員

（
長
崎
退
）

長
崎
は
男
性
の
組
織
で
あ
っ
た
の

で
、
女
性
が
い
る
の
は
経
験
が
な
い
。

私
は
日
退
教
だ
が
、
妻
は
退
女
教
。

選
挙
運
動
な
ど
は
一
緒
に
し
て
い
る

が
、妻
は「
60
代
の
人
は
一
緒
に
な
っ

て
も
い
い
け
ど
、
80
代
の
人
は
、
男

性
だ
け
の
組
織
に
長
い
間
入
っ
て
い

る
の
で
厳
し
い
」
と
言
っ
て
い
る
。

日退教ジェンダー平等のとりくみ
（2022組織実態アンケート）

平岡良久事務局長

62単会中59単会が回答。そのうち
女性がいないまたは1桁という単会を
除いて実質44単会を分母として、女
性の役員がいるのは43単会で昨年の
39より増え、会長は6単会と昨年と同
じ。女性会員がいなくても方針化や
学習会をしている、支部段階での取
り組みが必要、女性役員が一気に3分
の1に増えた、退職者連合のジェン
ダー平等で学習したなど前向きな回
答があった。日退教として、2年に1
回の組織代表者会に、単会代表と各
ブロック女性代表者9人の参加を要請
し、約30%の女性参画ができるよう
にしている。さらにジェンダー平等
の取り組みを進めていきたい。

2022年度 
ジェンダー平等委員会

11月17日

自著出版は郁朋社へ
☎03－3234－8923
Fax03－3234－3948

自伝、教育実践、地域闘争、
組合運動、生きた証を自著に！
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【
森
洋
子
さ
ん
】

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
・

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
委
員

（
石
川
高
退
）

役
員
は
性
別
に
関
係
な
く
な
っ
て

い
る
。
私
は
老
人
会
の
メ
ン
バ
ー
だ

が
、
役
員
会
は
「
森
喜
朗
的
」
で
あ

る
。
地
域
も
そ
う
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
農
業
委
員
な
ど

に
も
目
を
向
け
て
、
地
域
を
ど
れ
だ

け
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
に
し
て
い
く

か
が
大
事
だ
と
思
う
。

【
矢
野
桂
子
さ
ん
】

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
・

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
委
員

（
愛
知
退
）

地
域
で
の
活
動
で
は
自
分
の
立
場

を
は
っ
き
り
言
う
こ
と
が
大
事
。
公

民
館
の
役
員
も
引
き
受
け
、
ガ
ー
ル

ス
カ
ウ
ト
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
活
動

も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
学
校
評
議

員
に
な
っ
て
い
る
が
、
体
育
や
家
庭

科
も
一
緒
に
し
て
お
り
き
ち
ん
と
学

校
を
評
価
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
の
役
員

に
も
女
性
が
入
っ
て
お
り
、
自
分
の

立
場
を
大
い
に
意
識
し
て
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
を
広
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

【
前
田
嘉
代
子
さ
ん
】

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
部
会

（
千
葉
高
退
）

会
合
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー

フ
リ
ー
教
育
を
何
か
や
れ
と
言
わ
れ
、

戸
惑
い
を
感
じ
た
。
現
在
女
性
役
員

は
8
分
の
1
で
自
分
の
み
。
高
校
女

子
研
で
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
運
動

が
根
付
い
て
な
い
の
で
は
と
感
じ
る
。

経
験
が
な
い
、
十
分
や
っ
た
の
で
い

い
な
ど
役
員
に
な
る
こ
と
を
た
め
ら

う
人
が
い
る
。
次
の
人
を
見
つ
け
て

つ
な
い
で
い
き
た
い
。

【
川
村
ま
り
子
さ
ん
】

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
・

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
委
員

（
埼
玉
退
）

『
失
敗
し
な
い
た
め
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
表
現
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
や
『
90

歳
に
な
っ
て
も
楽
し
く
生
き
る
』
を

読
ん
で
目
か
ら
う
ろ
こ
だ
っ
た
。
自

分
に
何
が
で
き
る
か
考
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
近
所
の
園
芸
ク
ラ
ブ
で
活

動
し
て
い
る
が
、
介
護
・
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
の
で
、
み
ん
な
で
で
き

る
こ
と
を
や
っ
て
い
こ
う
と
言
っ
て

い
る
。

【
山
根
正
子
さ
ん
】

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
・

女
性
代
表
（
北
退
教
）

女
性
委
員
会
を
年

１
回
開
催
し
交
流
を
深
め
て
い
る
。

昨
年
は
本
村
富
美
子
さ
ん
を
呼
び
、

今
年
は
朝
鮮
学
校
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

退
連
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
委
員
会
も

し
て
い
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を

立
ち
上
げ
、
野
田
那
智
子
さ
ん
（
退

連
事
務
局
長
）
を
呼
ん
だ
。
た
く
さ

ん
の
方
が
一
同
に
会
す
る
こ
と
が
大

事
な
の
で
、
全
県
の
女
性
た
ち
で
集

ま
り
た
い
。
統
一
教
会
に
つ
い
て
の

行
動
を
起
こ
せ
な
い
か
！

【
平
野
直
比
古
さ
ん
】

組
織
部
会
長

（
千
葉
県
退
）

男
性
の
組
織
で
あ

る
。
退
女
教
と
は
総
会
の
来
賓
は
交

通信404号3面
に西山ふみえ
さん（福岡県
退教）の文章
の中に、副会
長が女性で、
とありますが、
会長が女性で、
の誤りでした。

お詫びと訂正お詫びと訂正 換
し
あ
っ
て
い
る
が
、
４
者
で
行
っ

て
い
る
講
演
会
は
一
緒
に
や
れ
て
い

な
い
。
会
員
宅
訪
問
を
し
て
い
て
、

妻
の
方
が
平
和
に
対
す
る
感
性
が
あ

る
よ
う
に
感
じ
た
。
会
員
に
女
性
が

い
な
い
の
で
、
増
や
す
と
ど
ん
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
知
り
た
い
。

【
竹
田
会
長
よ
り
回
答
】

❶
統
一
教
会
問
題
に
つ
い
て
は
単
独
で
や

っ
て
は
い
な
い
が
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ

ム
、
毎
月
の
19
日
の
総
が
か
り
行
動
、

請
願
デ
モ
の
な
か
で
自
民
党
と
の
つ

な
が
り
を
追
及
し
て
い
く
。
今
後
政

策
に
ど
う
い
う
影
響
が
あ
る
の
か
見

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

❷
退
女
教
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
各
県

で
関
係
は
様
々
。
退
女
教
と
の
統
一

に
つ
い
て
は
、
中
央
で
で
き
な
い
か

と
い
う
意
見
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
が
、
ま
ず
は
各
県
で
、
合
同

で
で
き
る
こ
と
を
積
み
上
げ
て
い
く

こ
と
が
必
要
。

軍事費増やして生活壊すな！　改憲反対！
11.30　in　日比谷野音



（4）

◆
編
集
後
記
◆

昨
年
も
1
年
間
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ

た
。
隠
蔽
・
改
竄
・
噓
の
オ
ン
パ
レ

の
安
倍
元
首
相
が
凶
弾
に
倒
れ
て
以

降
、
旧
統
一
教
会
と
繋
が
る
カ
ル
ト

政
治
が
露
呈
。
更
に
は
、
国
葬
問
題

も
浮
上
。
通
常
国
会
で
は
、
防
衛
費

の
倍
増
の
動
き
が
活
発
化
す
る
だ
ろ

う
か
。

76
年
に
は
、
当
時
の
三
木
内
閣
は
、

防
衛
費
を
G
N
P
の
１
％
に
留
め
る

と
明
言
。
し
か
し
、
不
沈
空
母
発
言

の
中
曽
根
元
首
相
は
87
年
の
防
衛
予

算
で
１
％
枠
を
撤
廃
す
る
と
発
言
。

そ
し
て
、
昨
年
末
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
、
台
湾
有
事
、
尖
閣
諸
島
問
題
、

北
朝
鮮
の
相
次
ぐ
ミ
サ
イ
ル
発
射
を

口
実
に
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
を
持

と
う
と
、
国
民
に
税
負
担
を
強
要
し

よ
う
と
し
て
い
る
。

1
0
0
年
前
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
体

制
の
中
、
米
英
協
調
外
交
＝
幣
原
外

交
を
思
い
出
し
た
が
、
何
の
人
類
の

進
歩
も
感
じ
ら
れ
な
い
。
本
年
4
月

は
統
一
地
方
選
の
年
。
昨
年
の
「
古

賀
ち
か
げ
」
さ
ん
当
選
の
勢
い
を
背

景
に
、
各
地
方
で
デ
マ
・
ス
キ
ャ
ン

ダ
ル
政
党
の
自
・
公
・
維
新
勢
力
を

後
退
さ
せ
民
主
勢
力
の
勝
利
の
為
に

奮
闘
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

（
N
）

比
較
し
て
、
ど
の
役
職
段
階
で
も
日
本
は
著
し
く
低
く
な
っ
て

い
る
。

⑶	

議
員
と
し
て
Ｄ
Ｖ
法
改
正
に
か
か
わ
っ
て
経
験
し
た
こ
と

与
野
党
の
理
事
で
構
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
一
員

と
し
て
、
ま
た
被
害
者
支
援
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
メ
ン
バ
ー

と
関
係
省
庁
を
つ
な
ぐ
事
務
局
と
し
て
約
一
年
間
、「
省
庁
意
見

交
換
会
」
や
「
院
内
集
会
」
で
の
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
生
の
声
、
被

害
者
支
援
の
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
を
運
営
す
る
民
間
団
体
か
ら
の

具
体
的
な
要
望
、
公
的
機
関
で
支
援
に
携
わ
る
声
を
聞
い
た
の

は
、
議
員
一
年
生
の
私
に
と
っ
て
国
民
の
負
託
を
受
け
て
立
法

府
に
い
る
こ
と
の
意
味
を
教
え
て
く
れ
た
貴
重
な
経
験
だ
っ
た
。

関
係
省
庁
を
動
か
し
た
の
は
、
被
害
当
事
者
と
支
援
者
た
ち

の
声
と
行
動
、
そ
れ
を
受
け
と
め
よ
う
と
す
る
超
党
派
の
女
性

議
員
た
ち
だ
っ
た
。

⑷	

今
、
私
た
ち
が
向
き
合
う
べ
き
事

男
性
に
よ
る
女
性
へ
の
暴
力
の
根
底
に
は
「
女
性
は
男
性
に

従
属
す
る
も
の
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。「
従
属
す
べ
き
存

在
な
の
に
従
わ
な
い
」
と
思
う
か
ら
こ
そ
、
あ
ら
ゆ
る
暴
力
を

駆
使
し
て
従
わ
せ
よ
う
と
す
る
。
す
べ
て
の
面
で
女
性
は
劣
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
る
男
性
が
Ｄ
Ｖ
を
起
こ
す
。憲
法
24
条「
個

人
の
尊
厳
、
両
性
の
本
質
的
平
等
」
に
基
づ
く
、
包
括
的
な
性

暴
力
禁
止
法
（
防
止
法
で
は
な
い
）
の
制
定
を
め
ざ
し
た
い
。

政
治
、
政
策
決
定
の
場
へ
の
女
性
参
画
を
進
め
る
た
め
に
、

2
0
2
3
年
の
統
一
地
方
選
挙
で
は
一
人
で
も
多
く
の
女
性
議

員
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
め
ざ
す
議
員
を
当
選
さ
せ
よ
う
！

文
責
：
芥
川
治
子

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

ジ
ェ
ン
ダ
ー
学
習
会

「
政
治
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
報
告

⑴	

日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
別

	
の
現
状

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
よ

る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

の
ラ
ン
キ
ン
グ
（‘
22
・
7
・
1
）

に
よ
る
と
、
日
本
は
1
4
6
か
国

中
1
1
6
位
。
特
に
政
治
・
経
済
分
野
に
お
い
て
男
女
格
差
が

著
し
い
。
法
律
や
制
度
が
あ
っ
て
も
、
差
別
解
消
が
な
さ
れ
ず

差
別
が
放
置
、
温
存
助
長
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
。

「
内
助
の
功
」
を
評
価
す
る
「
配
偶
者
控
除
」
は
限
度
額
が

変
わ
り
な
が
ら
も
、
ど
こ
ま
で
も
女
性
を
「
家
計
の
補
助
」
の

枠
に
と
ど
め
る
制
度
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
賃
金

格
差
に
関
す
る
法
律
の
差
別
的
扱
い
禁
止
が
「
努
力
義
務
」
で

実
効
性
が
な
い
。

⑵	

な
ぜ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は
す
す
ま
な
い
の
か

法
律
や
制
度
を
策
定
、
施
行
す
る
政
治
・
行
政
な
ど
、
意
思

決
定
の
場
へ
の
女
性
参
画
が
進
ま
な
い
た
め
、女
性
政
策
、ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
推
進
政
策
が
後
回
し
に
さ
れ
、
放
置
さ
れ
続
け
て

い
る
。

選
挙
に
つ
い
て
候
補
者
を
男
女
均
等
に
す
る
よ
う
各
政
党
に

求
め
る
議
員
立
法
の
「
政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
た
が
、
あ
く
ま
で
政
府
が

政
党
に
働
き
か
け
る
「
努
力
目
標
」
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
。

国
家
公
務
員
管
理
職
に
占
め
る
女
性
の
割
合
も
、
諸
外
国
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー
学
習
会
「
政
治
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
11
月
17
日

講
師
　
神
本
美
恵
子
元
参
議
院
議
員


